
Ⅳ 資格取得方法の見直し ①介護福祉士

資質の向上を図るため、すべての者は一定の教育プロセスを経た後に国家
試験を受験するという形で、資格取得方法を一元化する。

(409校

487課程)

養成施設２年以上

（1,650時間）

国 家 試 験

福祉系高校

（1,190時間）

実務経験

３年以上

国家試験なし

養成施設ルート

養成施設２年以上

（1,800時間程度）

福祉系高校

（1,800時間程度）

実務経験

３年以上

養成施設６月以上

（600時間程度）
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実務経験ルート福祉系高校ルート

(187校)

国 家 試 験

【参考】現行の資格取得者数等の状況

＊平成１８年の国家試験の状況
受験者数 約１３．０万人
合格者数 約 ６．１万人

（合格率約４７％）

 平成１８年度資格取得者 これまでの資格取得者数の累計 

養成施設ルート 約２．０万人（約２５％） 約２０．６万人（約３７％） 

福祉系高校ルート 約０．５万人（約 ５％） 

実務経験ルート 約５．６万人（約７０％） 
約３４．２万人（約６３％） 

合 計 約８．０万人 約５４．８万人 ６



Ａ 養成施設ルートの見直し

資格を取得するためには、新たに国家試験を受験する仕組みとする。
（平成２４年４月１日施行 → 平成２５年１月試験から実施）

養成施設の卒業者は、当分の間、准介護福祉士の名称を用いることができる。

経過措置

○ 養成施設の卒業者は、改正前の制度の下では介護福祉士の資格を取得できた者であった
ことを踏まえた経過的配慮

○ 養成施設の卒業者は国家試験を経ることなく介護福祉士の資格を取得することができる
現行制度を前提として、フィリピンとの間の経済連携協定の中でその受入が盛り込まれている
こととの整合の確保

７

介護福祉士となるように
努めなければならない旨を
法律上規定

→ 様々な介護サービス
の担い手の一員として
介護現場で働きながら、
介護福祉士を目指して
もらう仕組み

【現行】                  【改正案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，６５０時間 

 

 

１，８００時間程度 

介護福祉士 

准介護福祉士 

（当分の間） 

 

（旧）介護福祉士 

 

養成課程の修了を評価 

国家試験の合格を評価

現行よりも充実された

養成課程の修了を評価

 

（新）介護福祉士 

 

国家試験 



Ｂ 福祉系高校ルートの見直し

教科目・時間数だけでなく新たに教員要件、教科目の内容等にも基準を課すと
ともに、文部科学大臣・厚生労働大臣の指導監督に服する仕組みとする。

（新しい教育カリキュラムの実施に併せ、平成２１年４月１日施行）

教育内容の充実が困難な福祉系高校については、平成２１年度から平成２５年
度までの入学者に限り、現行の１，１９０時間程度の課程を卒業した後に９月以上
の実務経験を経た場合に、国家試験の受験資格を付与する。

経過措置

８

【現行】                   【改正案】 
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（平成２１～２５年度入学者のみ）

１，１９０時間 

 

１，８００時間程度 

 

（旧）介護福祉士 

 

国家試験の合格を評価

国家試験の合格を評価

 

（新）介護福祉士 

 

国家試験 

国家試験 

１，１９０時間程度 

実務経験９月 



Ｃ 実務経験ルートの見直し

３年以上の実務経験に加え、新たに６月以上の養成課程を経た上で国家試験
を受験する仕組みとする。

（平成２４年４月１日施行 → 平成２５年１月試験から実施）

Ｄ 見直しの実施スケジュール

９

 

▼                       ▼ 

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

 

養成施設ルート 

1,650時間 
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福祉系高校ルート 

1,190時間 

 
 

1,800時間程度 

1,190時間程度 

 

国家試験

 

 

 

 

 

国家試験

 

 

＋実務９月 国家試験

 

 

実務経験ルート 

実務３年  

実務３年

 

＋600時間程度 

国家試験  

国家試験

 

 

 

 

＊現行カリキュラムで
最長の４年制大学に
入学した者の期待権
への配慮 

（平成２１年度から平成２５年度入学者までの時限措置）

新しい教育カリキュラム実施（省令）

福祉系高校の教育内容に新た

に基準を課し、文部科学大

臣・厚生労働大臣が指導監督 

資格取得のためには 

新たに国家試験を受験 

新たに６月以上の養成課程

を経た上で国家試験を受験 
現行の教育カリキュラム 

新しい教育カリキュラム 

＊ 通信課程等を認め、働きながら学ぶ者の負担軽減に配慮する。



Ⅳ 資格取得方法の見直し ②社会福祉士

１０

福祉現場における高い実践力を有する社会福祉士を養成するための資格取得
方法の見直しを行う。

【参考】現行の資格取得者数等の状況

＊平成１８年の国家試験の状況
受験者数 約４．４万人
合格者数 約１．２万人

（合格率約２８％）

＋

福祉系大学等ルート 養成施設ルート 行政職ルート

現

行

見
直
し
案

国 家 試 験

福祉系大学等で

指定科目履修

児童福祉司等

５年以上

養成施設１年以上

（1,050時間）

児童福祉司等

４年以上

養成施設６月以上

(600時間程度)

国 家 試 験

福祉系大学等で指定科目

履修（実習等に基準設定）

養成施設１年以上

(1,200時間程度)

(263校) (44校56課程)

 平成１８年度資格取得者 

福祉系大学等ルート 約０．８万人（約６５％） 

一般養成施設ルート 約０．４万人（約３５％） 

行政職ルート ４３人（約 ０％） 

合 計 約１．２万人 


